
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和２年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共
通実践

●学力向上対策評価シートに示した
マイプランの成果指標を達成した教
師85％以上

・学力向上対策評価シートやアクションプラン
を使って，学力向上のPDCAサイクルを確立
するとともに，校内研究を充実させ，授業改
善を行う。

・ ・ ・

○自分の考えを伝え合い，深
め合う[対話活動]や学習内容
や学び方を振り返る「振り返
り」の充実
〇理由や要点，筋道を立てて
考えたこと等を文章で書いた
り，説明したりする活動の充実

○独自アンケートで「友だちと対話しなが
ら活動することは役立つ」や「振り返りで
学習内容や学び方を振り返ることができ
ている」の項目に対して肯定的な回答を
する児童の割合８５％以上
〇独自アンケートで「自分の考えを文章
や図に表し，分かりやすく説明することが
できている」の項目に対して肯定的な回
答をする児童の割合８５％以上

・コミュニケーションスキルを意図的に価値付ける
ことで有効な対話活動ができるようにする。また，
学習内容と学び方を振り返らせることで，これらを
活用できるようにする。
・必要感のある対話活動を設定し，児童の書きた
い説明したいという意欲を喚起する。表現の技能
については，「分かりやすい説明の仕方」をもとに
指導する。

・ ・ ・

●児童生徒が、自他の生命を
尊重する心、他者への思いや
りや社会性、倫理観や正義
感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○「友だちに対して思いやりの気持
ちをもって優しくしていますか。」につ
いて、肯定的な回答をした児童が８
５％以上

・道徳教育の充実。
・年３回の人権教室の充実。
・「さん」づけで呼び合わせる指導。
・ふれあい道徳や通信による保護者との連
携。

・ ・ ・

●いじめの早期発見、早期対
応体制の充実

〇学校生活に関わるアンケートで、
肯定的意見が９０％以上
〇不登校児童の人数を１０人以下に
なるよう目指す。

・毎月、児童へのアンケートを実施し、いじめ
等の早期発見に努める。
・毎月の生徒指導協議会で、気になる児童に
ついては些細な事でも情報を発信し、学校全
体で支援していく。

・ ・ ・

◎児童生徒が夢や目標を持
ち、その実現に向けて意欲的
に取り組もうとするための教
育活動

◎「将来の夢や目標を持っている」
について肯定的な回答をした児童
（小学６年生）８５％以上

・ 地域の人々との交流を通して学ぶ体験活
動を各学年、年３回以上実施する。

●望ましい生活習慣の形成 〇「あ・ス・な・ろ・へ」の定着を図り、
各月の生活目標の達成率８５％以
上を目指す。

・全校集会や学級指導など、教育活動のあらゆる
機会を捉え、礼儀や規律の重んじる態度を育成す
る。
・生活委員会を中心に、児童自身が自ら考え、進
んで行動できるよう、「あいさつ運動の推進」、「無
言掃除や安全な廊下歩行の呼び掛け」等、児童の
自主的な活動を支援していく。

●望ましい食習慣と食の自己
管理能力の育成

●「健康に食事は大切である」と考
える児童生徒８５％以上を目指す。

・年２回の生活学習習慣１００点運動を家庭
と連携して行い、望ましい食習慣を身に着け
させる。
・日々の給食指導に加え、年４回の給食週間
を設け、全職員で指導を徹底する。

●業務改善・教
職員の働き方
改革の推進

●業務効率化の推進と時間
外勤務時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外
在校等時間の上限を遵守する。

・定時退勤日の設定
・時間外勤務時間調査を毎月20日に中〆し、
３０時間超の職員へのヒアリング実施。

・ ・ ・

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○長松コミュニ
ティの推進

○地域・保護者ボランティアの
増加
〇児童による地域貢献

○昨年度ボランティア延べ人数５３３
人を上回る。
〇地域の行事やボランティア活動に
参加する児童を増やす。

・コミュニティ・スクール通信を地域の回覧で回した
り，HPに載せたりして周知させ，協力の輪を広げ
る。
・地域行事やボランティア活動の呼びかけを積極
的に行う。
・校区のゴミ拾いや花いっぱい運動を全校で定期
的に行う。

・ ・ ・

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

・
・
・

５　総合評価・

　　次年度への展望

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

２　学校教育目標

３　本年度の重点目標

学校名 唐津市立長松小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

・校内研究「3ラインの指導で学力向上を目指す授業設計」をもとに日々の授業改善の意識が高まっており、継続させたい。「生徒指導の3機能」を意識した授業づくりも必要である。

・あいさつや言葉遣いの指導が不十分である。望ましい生活習慣の獲得に向けた児童の実践意欲も高まりが見られない。

　        自ら学び、自ら考え、生き生きと活動する長松っ子の育成

　　　～合い言葉：「自分で気づき、必ず実行！！みんなで伸びる長松小学校」～

◎信頼される学校づくりとコミュニティスクールの推進

①心身ともにたくましい子（保体部）           ②当たり前のことができる子（生活部）

③みんなで伸びようと協力する子（特活部）  ④自ら学び、考える子（学習部）

中間評価 最終評価 学校関係者評価

●健康・体つく
り

●心の教育


